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◆第22回日本病態栄養学会年次学術集会　卒業研究セッション

◉日時：平成31年1月11日（金）13：00～14：00

◉会場：パシフィコ横浜

◉演題：学園祭における栄養アセスメント前後の行動変容に関する検討

〇出口小春１）　木戸詔子２）　中村智子２）　德本美由紀２）　須貝さゆみ２）　宮脇尚志１）

１）京都女子大学　家政学部　食物栄養学科

２）京都女子大学栄養クリニック

【目的】

　学園祭のイベントである栄養アセスメントの参加前後で行動変容意識ステージを比較し、栄養アセスメントの参加と健康

のための生活習慣改善の意識レベルとの関連を検討する。

【対象】

　学園祭の栄養アセスメントに参加し、得られたデータを研究目的に用いることについて文書による承諾を得ることができ

た217名

【方法】

　アセスメント前に会場入り口にて健康意識に関するアンケートを行い、行動変容意識ステージを把握する。次に、栄養ア

セスメントのうち対象者が希望する内容（体組成・内臓脂肪測定、血圧測定、簡易貧血検査、超音波骨密度測定、握力測定、

ロコモ度テスト、栄養相談）を実施後、会場出口にて再度健康意識に関するアンケートを行い行動変容ステージの変化を検

討する。

【結果】

　栄養アセスメント参加後の約９割の者に行動変容意識変化が認められた。アセスメント前は、年齢の低い者ほど無関心期

が多く、年齢の高い者ほど維持期が多い傾向が見られた。アセスメント前に行動変容意識ステージが維持期の者はアセスメ

ント後に生活習慣改善の意識が高く、実行期から無関心期の者は生活習慣改善の意識が低い傾向にあった。栄養相談を受け

た者、年齢の高い者ほど行動変容意識変化が大きく、性別や受けたアセスメント項目内容による意識変化の差は認められな

かった。

【考察】

　行動変容に関する因子として、栄養相談、年齢、アセスメント前の意識レベルなどが関連していることが示唆された。
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◆京都女子大学　食物学会誌　第73号　掲載

◉発行日：平成31年１月31日（木）

◉研究報文：東日本大震災における仮設住宅に暮らす被災者の身体状況（p29～34）

〇久保七彩1）　赤嶺百子１）　宮脇尚志１、２）　八田一１、２）

１）京都女子大学大学院　家政学研究科　食物栄養学専攻

２）京都女子大学　栄養クリニック

◉調査報告：2011年３月11日の東日本大震災から４年経過後（2015～2018）の被災者の身体状況および食事内容

　（p35～39）

〇赤嶺百子１）　久保七彩１）　宮脇尚志１、２）　八田一１、２）

１）京都女子大学大学院　家政学研究科　食物栄養学専攻

２）京都女子大学　栄養クリニック

　東日本大震災の被災者に対する栄養管理支援プロジェクトの研究成果を京都女子大学　食物学会誌　第73号（2018年）

に研究報文１報、調査報告１報にまとめて投稿し、掲載された。
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◆第65回日本栄養改善学会学術総会　一般演題　口頭発表

◉日時：平成30年９月３日（月）～５日（水）

◉会場：朱鷺メッセ　新潟コンベンションセンター

◉演題：骨密度低値高齢者における食事内容の特徴

〇德本美由紀１）　木戸詔子１）　中村智子１）　須貝さゆみ1）　山口友貴絵１、４）　田中清１、３）　宮脇尚志１）

１）京都女子大学栄養クリニック　　２）京都女子大学　家政学部　食物栄養学科

３）神戸学院大学　栄養学部　栄養学科　　４）学校法人　大和学園　京都栄養医療専門学校

【目的】

　当クリニックでは、骨粗鬆症予防の啓発と高齢者の健康寿命の延伸を図るため、京都市内の老人福祉センターにおいて骨

密度測定会を実施している。本研究では、骨密度が低い高齢者における食事内容の特徴を明らかにするために調査を行った。

【方法】

　骨密度測定会参加者347名（男性42名、女性305名、平均年齢73.4±6.1歳）を対象とし、アンケート調査と各種測定を行っ

た。アンケートは食多様性の調査法であるFDSK-11とカルシウム自己チェック表に運動量等についての質問を加えた構成

とした。測定は身長、体組成、握力、骨密度（QUS法）について行った。％YAMのカットオフ値は骨粗鬆症の予防と治療

ガイドライン2015年版の記載を参考に70％とした。

【結果】

　全体の64％がYAM70％未満であり、骨密度の低下がみられた。男女別にみると、男性の38％、女性の68％がYAM70%

未満であった。ここからは対象者の多い女性においてYAM70％未満群、YAM70%以上群の2群間で比較した。意識した運

動の頻度、日常生活で体を動かす頻度、意識した運動の時間、推定カルシウム摂取量や食の多様性の比較においては、両群

間で有意差は見られなかった。一方で１日当たりの主菜摂取量については、YAM70％未満群がYAM70%以上群に比して有

意に少ないという結果が得られた。

【考察】

　YAM70％未満群では、運動やカルシウム摂取、多品目の食品摂取を実践できているものの、主菜は必要量摂取できてい

ない可能性が示唆された。主菜はたんぱく質の供給源として重要であり、十分な摂取が望まれることからも「バランスのと

れた食事」を中心とした総合的な情報提供が望まれると考えられた。
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� （德本美由紀）
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◆第65回日本栄養改善学会学術総会　示説発表

◉日時：平成30年９月３日（月）～５日（水）

◉会場：朱鷺メッセ　新潟コンベンションセンター

◉演題：親子料理教室での「だし」を中心とした味覚体験学習の実践例

〇木戸詔子１）　中村智子１）　須貝さゆみ１）　宮脇尚志１、２）

１）京都女子大学栄養クリニック　　２）京都女子大学　家政学部　食物栄養学科

【目的】

　近年、日本人に味覚障害が多いことが懸念されている。味覚の発達は幼少期の食体験が重要とされている。そこで、親子

料理教室に参加した子どもを対象として、和食の基本である「だし」を中心に、味覚に関する体験学習を通し、子どもたち

の味覚の実態について調査した。

【方法】

　当栄養クリニック主催の親子料理教室に参加した４歳から12歳の16名を対象とし、「だしに関する知識」および「甘味、

塩味、酸味、苦味」の四原味に関するアンケートや「だしの試飲」による感想を記述回答してもらい、男女別（６名、10名）、

年齢別（４歳～８歳４名、９歳～12歳12名）に分析した。

【結果】

　今回の結果から「だしの知識」、「味の四原味」や「だしの試飲」に関して、年齢や性別による味覚の差はほとんどなく、

家庭環境による相違が大きいと思われた。今回の対象者は料理に興味をもっている対象者だったこともあり、「昆布だし」

への食塩添加による昆布の旨味の強化作用が全体の75%に認められた。「昆布だし」と「鰹」との相乗効果については、全

員が認識でき、旨味の強さを９歳未満（４名）では２倍（２名）～４倍（２名）と回答したが、９歳以上（12名）では、

２～８倍と解答し、６倍が50％を占め、年齢差があった。また、「甘味」と「塩味」を連想する食品総数が全体でそれぞれ

11点であったのに対し、「酸味」と「苦味」ではそれぞれ７点と少なく、後者の味覚体験の少ないことなどが示唆された。

【考察】

　今回の結果から、子どもたちの味覚は家庭環境の影響が大きいことが示唆されたので、今後、味覚と家庭の食生活や子ど

もの調理へのかかわりについて調査していきたい。味覚は、日常生活の中で繰り返す体験から形成されるが、家庭での味覚

体験が乏しいことから、今後、より適切な方法で体験学習を推進したい。
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